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細粒度データを使用した電力見える化 WEBサイトの  
データ処理方法における一考察  

 

松井加奈絵†1,2	 落合秀也†3	 西宏章†4 
 

ネットワークに対応した電力計測機器の普及により, 細粒度の電力消費データの収集, 活用が可能となった. 本デー
タ活用方法として, 電力消費実態を消費者に伝えることによる電力削減を目的として「見える化」があげられる. 世
帯における「見える化」の重要な点は, 現在使用している家電の状態を伝えることであるため, 短い時間間隔の電力
消費情報を伝えることは重要である. しかしながら, 細粒度データ処理は対応世帯が増加するほど困難となる. 本稿
では 30世帯を対象とした見える化WEBサイトの提供を実証実験にて行った際に実装した, 計測データ蓄積サーバか
らWEBアプリケーションサーバへのデータアクセスにおける処理方法について述べ, 本知見を共有する. 

 

A Study of Processing Way towards Electricity Consumption Data at 
Nearly Real-time for Information Visualization Websites 

 

KANAE MATSUI†1	 HIDEYA OCHIAI†2	 HIROAKI NISHI†3 
 

The diffusion of electricity consumption meter, which connects the Internet has introduced the environment to utilize the 
electricity consumption data at nearly real-time. The data are able to utilize websites, which visualize the electricity consumption 
data for enhancing electricity conservation toward the people because the people can understand their usages of electricity 
appliances. However, the data processing would be difficult when the participated households have been increased. We 
conducted the experiment to meter the electricity consumption data and provide websites among 30 households in Tokyo and 
Kanagawa Prefecture. The way of the data processing in the experiment is explained in this paper.  

 
 

1. はじめに   

	 本論文では，ネットワークに対応した電力計測器から取

得可能となった細粒度電力消費データを用いた，電力見え

る化 WEBサイトの処理について述べる．[a][b][c][d] 

ネットワーク対応の電力計測機器の普及により，1 分単

位などの細粒度電力消費データを処理し、WEBサイト等を

通じて情報提示する「見える化」があげられる．細粒度電

力消費データを「見える化」することにより，世帯は詳細

な電力消費実態を理解することが可能となる．例えばドラ

イヤーなど使用は短時間であるが電力消費量が比較的高い

家電の消費実態は，個別に電力計測を行う以外は実態把握

が困難であるが，最粒度電力消費情報であれば，消費状況

が類推し易い．全ての家電に計測機器を設置することは，

現状世帯にとってコスト面で現実的でないことから，分電

盤から取得可能な総電力消費量データを用いた見える化が

一般的である．しかしながら微粒度電力消費情報を提示す

る WEB サイトを実現するためには，電力消費データを蓄

積されているデータに対して，WEBアプリケーションサー

バが高速に処理する必要がある．そこで，東京都および神
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奈川県で行った，30世帯を対象とした電力消費データの収

集および見える化 WEB サイト提供による電力削減行動を

促す実験において，各世帯への WEB サイト提供にあたっ

てどのような処理を必要とし，実際にどのような処理を行

ったかについて記す． 

2. 関連研究  

	 本章では本研究の背景となる，ネットワークに対応した

電力計測機器の普及による細粒度電力消費量データについ

て，またその利活用方法について明記する． 

	 ネットワーク対応の電力計測機器は，スマートグリッド

と呼ばれる通信・制御機能を利用した電力網を実現，また

多彩な電力料金形態を実化するために開発されたものであ

る[1]．欧米ではスマートメーターと呼ばれ，電力消費量デ

ータの収集だけでなく自動制御や，リアルタイムプライシ

ング(実時間価格制度)やピークロードプライシングなど電

力消費量データを利用した電力料金プランの実現を可能と

している[2]．現在，日本において電力計測機器は，系統電

力への制御に対応したものではなく，欧米の事例のように

電力会社が普及したものではないため電力料金プランに対

応したものではない．そのため，現在本計測機器を用いた

国内研究事例は，（1）制御手法の確立，また（2）電力消費

量情報の見える化による世帯および事業者の電力削減行動

促進に関するものが主である． 

上述の通り，日本においてもいずれは電力料金プランに

計測データが使用される可能性がある．その場合，電力消
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費量の見える化は，需要家が選択した電力料金プランに応

じてどのような電力消費形態が電力料金の変化につながる

のかより顕著となるため，需要家の電力消費行動の決定因

子になる可能性がある．例えば需要家がピークロードプラ

イシングを選択していた場合，変動するピークロードによ

って課金されるため，需要家が電力料金を減らしたい場合

はピークを把握する必要がある． 

このように，日本においても今後電力消費量データの利

活用が進むことが想定される．その場合 WEB サイトにお

いて，どのように細粒度電力消費データを処理するのかは

重要となると考えられる．本研究では，実験に使用した電

力消費量データを用いた見える化において，情報提示方法

に一般的に用いられている WEB サイトの運用において，

微粒度電力消費量データを処理するにあたり，どのような

方法を用いたのかを記述することで，今後のデータ利活用

方法に貢献する． 

3. 見える化 WEBサイトの構成  

3.1 ページ構成  

本章では実証実験で提供した見える化 WEB サイトの構

成について述べる．本 WEB サイトは以下の 3 つの情報で

成り立っている． 
1. 電力消費に関する基礎的情報 

2. 電力消費実態情報 
3. 効率的な電力消費行動情報 

	 項目(1)は，本 WEB サイトを利用するにあたり，電力に

関する知識背景のない世帯においても，提示する情報が理

解できるよう電力に関する基礎的情報であり，内容に変化

のない静的情報である．本 WEB サイトでは，上述の内容

に加えて発電，供給方法，また環境に与える影響の説明文

を記載した(図 1)．また，一般的に世帯で使用される家電

が 1回の使用にあたりどの程度の電力を必要とするのかを

シミュレーションすることができるページを提示した(図 

1) [3]． 

	 項目(2)は，電力計測機器でから収集される細粒度電力

消費データを使用して作成されたページである(図 1)．計

測データにより提示情報は変化するため，本項目で取り扱

う動的情報ある．具体的な提示情報を表 1にまとめた． 

 

表 2	 電力消費実態情報 
 内容 
現在の電力消費量 １秒毎に収集されたデータの１分間あた

りの平均値 
本日の電力消費量 毎日 0:00-23:59間の積算電力消費量 

電力料金 本日の電力消費量に世帯の契約電力料金
プランの 1kWhの単価をかけたもの 

CO2排出量 本日の電力消費量に世帯の契約電力会社
の CO2排出係数をかけたもの[4] 

 

 

図 1	 電力消費に関する基礎的情報ページ(1) 

 

 
図 2	 電力消費に関する基礎的情報ページ(2) 

 

 

図 3	 電力消費に関する基礎的情報ページ 

 

 

図 4	 電力消費に関する基礎的情報ページ 
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これらは計測データに対して各々処理を加えて生成された

データであるが，処理は計測データを蓄積するデータベー

ス内で行い，各々の情報は各テーブルに格納される構成と

なっている．本構成に関しての詳細は 3.2 章において述べ

る． 

	 項目(3)では，主要家電別に対する電力消費量削減行動の

提示およびチェックリスト，また世帯の電力消費傾向から

該当するとシステムが判断したアドバイス情報を提示した

(図 1)．本項目では提示される情報は変化しないため，静

的情報を扱っている． 

3.2 WEBサイト構成  

	 上述の WEB サイトがどのように構成されているのかに

ついて詳細を述べる．まず，（1）計測機器による各世帯の

電力消費量データの収集方法，次に（2）WEB サイト提供

のために構築された WEB アプリケーションサーバの挙動

について述べる． 

	 項目(1)の概要を図 1にまとめた． 

 

 
図 5	 電力消費量データの収集と蓄積 

 

	 電力消費量データの収集のために，各世帯の分電盤の配

線に電力計測機器（センサ）付属の CT センサを設置し，

総電力消費量を 1秒単位で収集する．収集したデータは，

センサに内蔵されている親機 ZigBeeモジュールから，モデ

ムに付属する子機 ZigBeeモジュールにデータを送信する．

子機に送られたデータは，モデムを通じて中央データベー

スへデータ送信される．また，使用した計測機器を図 6に

示した． 

計測データは親機内でスマートグリッド向けの通信規

格 IEEE1888に変換され，IEEE1888アーキテクチャのスト

レージ機能をインストールした中央データベースに格納さ

れるため，統一したプロトコルにて管理される[5]．中央デ

ータベースに送信されたデータは，各世帯に割り振られた

ポイント ID(URL)別に格納される．格納されたデータは積

算電力量となるため，表 3の情報を生成するための処理後，

割り振られたポイント ID配下のカラムにそれぞれ格納さ 

 

図 6	 計測機器 

 

れる． 

	 次に項目(2)について，中央データベースと WEB アプリ

ケーションサーバの概要を図 7に示す． 

 

 

図 7	 WEBアプリケーションサーバの挙動 

	  

WEBアプリケーションサーバは，各世帯の電力消費実態

情報をサイトに提示するために，各世帯別に用意されたポ

イント ID にリクエストにアクセスする必要がある．本リ

クエストは 1分毎に行われ，リクエストによって取得され

た情報は WEBサイトに反映される．WEBアプリケーショ

ンが中央データベースに 1分間にアクセスする回数は 1世

帯に対して 4回，また 30世帯に対して同様に行われるため，

120回行われることとなる．本点が最も中央データベース，

WEB アプリケーションサーバ共に負荷をかける箇所であ

り，サーバが処理しきれずにエラーが出てしまう減少が発

生した．対処方法を以下に記述する． 

3.3 エラー対処方法  
	 エラー発生時の中央データベースへのアクセスプログラ

ムでは，データ取得のプログラムが稼働中であっても、新

しくデータ取得プログラムが実行されていた．しかしなが

ら，本方法では負荷がかかるため，データ取得プログラム

が実行されているかどうかを判断し，実行中であればその

プロセスを停止し、新しくプログラムを実行することとし

た．本処理によって，並列にアクセスプログラムが実行さ

れていたのを防ぎ，直列で実行するよう保証した．つまり
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は，並列処理ではなく，直列処理にすることによって，サ

ーバへの負担を軽減した．図 8にサンプルコードを示す． 

 

`kill -0 $PID` 

if [ $? -eq 0 ]; then 

    echo 'Still in process.' 

    kill -9 $PID 

    echo "[`date`] ${PID}" >> $KILL_LOG 

    echo "Killed old process [$PID]" >> $LOG 

    exit 1 

else 

    echo "Already killed old process [$PID]" >> $LOG 

fi 

echo $$ > $PID_TMP 

 

echo '==== Start min_logger ====' >> $LOG 

echo '==== Start min_logger ====' >> $BM_LOG 

date >> $BM_LOG 

図 8	 直列アクエスコードサンプル 

	  

	 次に本プログラムを使用した実証実験について述べる． 

4. 実証実験概要および WEBサイト運用結
果  

4.1 概要  

ここでは実証実験についての詳細を記す． 

実証実験は 2013年 5月 8日から 6月 8日までの 30日間

行われた．しかしながら，見える化効果をはかるため，WEB

サイトの非公開期間：2013年 5月 8日から 24日までの 15

日間を設け，公開期間：2013 年 5 月 25 日から 6 月 8 日ま

での 15日間を設けた． 

4.2 WEBサイトの稼働実態  

本研究における処理プログラムの検証期間は 15 日であ

り，1日 3,360回の WEBアプリケーションサーバからの中

央データベースへのアクセスが実行された．実験期間中で

は合計 50,400アクセスがなされたこととなる．実験期間中，

WEB アプリケーションサーバからのアクセスによるエラ

ー，およびサーバダウンは起こらなかった．結果，並列ア

クセス方式によって処理が円滑になされたと言える． 

5. おわりに  

	 本論文では，ネットワークに対応した電力計測器から取

得可能となった細粒度電力消費データを用いた，1 分単位

で更新される情報を扱う電力見える化 WEB サイトのデー

タ処理方法について実証実験の結果を用いて述べた． 

今後更なるネットワーク対応の電力計測機器の普及に

伴い，1 分単位以下の高細粒度電力消費データを処理し，

WEBサイト等を通じて情報提示する「見える化」が増加す

ると考えられる．その際，同様に電力消費量データにアク

セスし，情報提示を行う WEB サイトの構築が行われる可

能性がある．そのため，実証実験用の WEB アプリケーシ

ョンサーバのアクセス方法を，並列から直列方式に変更し

たプログラムを実環境で運用し，安定稼働を維持した知見

を本論文にて共有することで，大規模データ処理を伴う

WEBサイトの運用に対して貢献することを目的とした． 
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